
 平成30年4月28日（土） 
第33回「南木倶楽部全国勉強会」（第118回大阪読書研究会）レジュメ 南木隆治  

 

本日は私のお話の半ばで 15 分ほど、最新のイスラエルの現地の状況について、先日まで現地を訪問して

おられた井上哲夫様の貴重なスライドを見せていただきながら、お話を伺います。 

  
（黙祷） 故 三宅博先生へ。 三宅博先生は平成29年4月24日にお亡くなりになりました。 

（はじめに） 

①半島情勢は日米の勝利。トランプの勝。南北朝鮮は北朝鮮の勝。韓国消滅は決まった。 

韓国の保守系の人々が毎日一生懸命デモをして、「反文在寅デモ」をしておられるが、最早手遅

れだろう。日朝平和条約、米朝平和条約が結ばれたら、韓国の存在理由はなくなる。米軍が、核

消滅までピョンヤンに居座る。韓国には米軍を置く必要がない。安部政権が崩壊する事があると

すれば、トランプが安倍首相を裏切った時。半島に核がある間が我が国の正念場。一刻も早く核

シェアを。長期的には半島は、「白村江の戦い」以後の新羅と同じ歴史を繰り返す。 

 

② 官僚制度について。現在の官僚は民選政治家に忠誠を誓わず、何か別の力に支配されていないか。た

んなる「忖度」の問題ではない。 

官僚の人事について。民選政治家に忠誠を誓うシステムに変えなければならない。具体的には課長まで民

選政治家が選べるシステムに変えるべき。中央から、市町村まで。トランプ大統領は我が国の首相を出来

るか。絶対に出来ない。我が国の政治家に官僚の人事権がない事は致命的。明治以来のシステムを変えな

ければならない。 

 

③ 文部科学省について。前川喜平について。前川が、現職中から左翼集会に御忍びで出ていた事が判明

している。部下は知っていたはず。どうして「国家公務員法違反・信用失墜行為」で告発しないのか。文

部科学省の役人は皆、前川2号と思って大きな間違いはない。 

 

④ 財務省について。 マクドナルドがまた値下げをするとの事。デフレは終わっていない。財務省は何

を考えているのか。消費税増税をやめる事ができるか。デフレ下の増税はありえない。国民生活のことを

考えているか。内部に亡国スパイがいて、異論を言えないムードを作っていないか。 

 

以上、このような（左翼反日）官僚たちが跋扈し、「我が国９割のマスメディア、左翼反日官僚、維新を

除く野党」が三位一体となって国家破壊を目指しているのが現下の状況である。 

さらに与党の中にも実質「左翼反日分子」は多数いる。 

 我々はこの中で情報戦をしている。 

 ここ1年で相当多くの国民が、国家が危機的状況であることに貴がついた。手遅れという事は決してな

い。警察官、自衛官、公安調査官、その他、現場の公務員は（組合活動家以外）皆ほとんど大丈夫である。 

 

⑤情報化が高度化するほど、日本人の自然な「心」の状態が非常に重要。 

ワインや、チーズの「テロワール」のこと。「地霊」について。「産土神」。 

世界中のレストランの味が、高級店は「日本化」してきている。 

日本人の「感性」を、自信を持って保持し、後世に伝えて行くべき。 

 

桜が一斉に咲く今年の気候と、自然現象について。太陽フレア。 

人間の気、大地の気、宇宙の気はつながっているか。→  もちろんここが誰かが作った宇宙ならば繫が

っていないはずがない。大丈夫、人類の文明は滅びない。未来から見て、我々はうまく行ったのだ。だか

ら今存在している。 

人生最終的には「唯物論」か、そうではなく「精神」の世界が別にあると考えるか。 

政治思想の方向性が変ることを「転向」と言うが、「唯物論」内での「転向」とそうでない「転向」があ

る。（ドストエフスキー「罪と罰」、トルストイの「転向」） 



宇宙論は宇宙物理学が「情報」がテーマになるに従って、非常にプラトン的になってきている。 

昔ユング（精神医学者）が「自然現象と人間の心」と言うようなテーマで本を書いて、一部には「科学的」

でないとされたが、２１世紀の今になって、理系の学問は情報化によって、逆に、非常に「観念」の重要

さに気づき始めている。 

 

平成の終わり、明治１５０年と言う区切り、さらに情報化社会・コンピューターの「シンギュラリティリ

ティポイント」が近づきつつある事。さらに、「上皇陛下」がおられる時代になる。 

もうすぐ大きな変化が来ないはずがない。 

⑥「上皇陛下」がおられる時代になるということ。 

 

⑦ 「グーグル帝国」と情報化社会。アメリカの可能性と、崩壊の危機。 

核を持っている方が危ない事になるコンピューターの世界。 

世界一の帝国である事による危険性は常にある。 

 

⑧ 再再度、宇宙物理学の現在と、世界像。「情報」の本質について。宇宙は「情報」だけかもしれない。

インターネットの世界は、「イデアの世界」に似ている。宇宙自体がコンピューターかも。宇宙はそれ自

体が意識を持っているか、意識そのもので出来ている。我々はそれを分有している。ホログラム宇宙論。

マンダラと宇宙の設計について。空海。両界曼荼羅（胎蔵界曼荼羅・金剛界曼荼羅） 

https://www.youtube.com/watch?v=nv7WQqJLru0  この世界が仮想現実であることを示す証明式 

https://www.youtube.com/watch?v=Ftpz8mQiYnQ 続この世界が仮想現実であることを示す証明式 

上記再掲。インターネットの動画でお薦め。 

⑨ベジーコンピューター、齋藤社長逮捕について。その後。 

 

⑩「フジ住宅」は現在、理不尽な訴えを大阪地裁堺支部に起こされています。私、南木は「フジ住宅」を

応援しています。「ヘイトスピーチ」の一言で自分たちに都合の悪い言論だけを「言葉狩り」しようとす

る「特定の勢力」から、わが国の「言論の自由」を守らねばなりません。「フジ住宅」は目を付けられ、

狙い撃ちされています。この裁判に負けると現在出版されている韓国批判の相当数の本が「ヘイト本」の

レッテルを公的に貼られる事態となり、それを、誰も自由に推薦できなくなるでしょう。出版できなくな

るかもしれません。裁判は第10回目が、先日3月8日（木）にありました。次回第11回口頭弁論期日は、

大阪地裁堺支部 5 月 17 日（木）午前11 時 00 分から。傍聴券抽選は10 時 30 分頃集合。「フジ住宅」を

守るため、傍聴券抽選にぜひご協力を。 

『缶バッジ』をプレゼントします。 

 

⑪「歴史戦」「思想戦」「全体主義（共産主義）と自由世界」の戦いは我々の心の問題でもあります。確固

たる自信を持って、人類を守るために、縄文以来の我が国の文化、伝統を守り、子孫に残しましょう。 

⑫「黒田裕樹の百万人の歴史講座」 

推薦する書籍  最近のもの 

1「西郷隆盛」（新教育者連盟）千葉ひろ子・・大人も子供も楽しめる本 2「プレ シンギュラリティ」（PHP）齋藤元章  

3「日本人に隠しておけないアメリカの崩壊」（ハート出版）マックス・フォン・シェラー  

4「日本は誰と戦ったのか」（KKベストセラーズ）江崎道朗  5「ＡＩ時代の人生戦略」（ＳＢ新書）堀江貴文×鈴木寛  

6「反日勢力との法廷闘争」（展転社）高池勝彦 7「売国議員」（青林堂） 8「売国官僚」（青林堂） 

9「別冊正論・日本型リベラルの化けの皮」   10 月刊ＷＩＬＬ5月号 

以下、南木が何度もお話している名著。 

「近衛文麿・野望と挫折」（ＷＡＣ）林千勝  

「銃・病原菌・鉄」上下（草思社）ジャレド・ダイアモンド   

「コミンテルンの謀略と日本の敗戦」（ＰＨＰ新書）江崎道朗  

「ツキの大原則」（現代書林）西田文郎  

隠れていた宇宙」上下（ハヤカワ文庫）ブライアン・グリーン                   以上  

 


